2001.04.14　Ron with That’s Kirin Saver

　自然観察会…花たちの「声」を聞いてみよう！　

■生態系とは…

　　　太陽の光→植物（生産者）→動物（消費者）→微生物（分解者）






　　　
・じゃぁ、植物は動物達に食べられる為だけにあるの？



・植物の立場で考えてみよう！

■植物の基本戦略（動物との違い）

光と水と栄養素さえあれば生きていける。

シンプルな組成。再生が容易な組織。

■植物の決定的な制約…「動けない」




外敵から逃げることが出来ない。




自分で異性の相手を獲得できない。

　①なぜ花は美しい？



・紅白歌合戦の小林幸子vs美川憲一



・「目立ちたい」という競争がエスカレート

　　　
・誰に対して目立ちたい？　



・美しくない（目立たない）花もある。　なぜ？

　②花粉さえ運んでくれれば誰でもいいの？



・誰とでもＯＫタイプ…いつでもどこでも誰とでも、チャンスは多いが不確実



・理想が高いタイプ…特定の相手だけを受け入れる。確実だがリスクを伴う。




極端な例→イヌビワとイヌビワコバチの関係



・一般に人気の高い相手…ミツバチ、マルハナバチ（よく動き回る働き者だから）

　③もしも、誰もこなかったら？



・自分でやるしかない。（自家受粉）




閉鎖化（スミレ、ホトケノザ）

同花受粉（ツユクサ、ナズナ、オオイヌノフグリ）




　　→咲き終わりに、おしべ、めしべを巻き上げて自家受粉

■植物たちの苦労話

　

　①子供たち（種子）も動けない…親の近くで育てば競争相手。勢力範囲も広げたい！

→かわいい子（種子）には旅をさせよ。

・風散布種子…タンポポ、ススキ、カエデ、ケヤキ

・披食動物散布（実が食べられて、種子が運ばれる）…イチゴ、サクランボ

　→未熟な時に食べられては困るので、渋味や毒で防衛（完熟すると赤に）

・付着散布種子（動物にくっついて運ばれる）…センダングサ、イノコヅチ

　②し烈な生存競争（光、水、栄養素という共通の要求）



・少しでも早く空間に葉を広げて競争に勝つ。（栄養たっぷりのオニグルミの種子）



・競争を避けて悪条件に甘んじる（砂漠や水湿地の植物など）



・不安定な場所を渡り歩く（空き地の雑草など）

③動物達に食べられない工夫


・物理的防御…トゲ、毛（ヨモギ）、粘液（タンポポ）


・化学的防御…有毒物質（シュウ酸、ワラビの発ガン物質、アルカロイド）


・生物兵器（アリを使って防御）…ワラビの蜜線、アカメガシワの葉の蜜線

④病気や寄生体との闘い…植物は免疫系を持たない。動物と違う防御方法が発達。


・堅い表皮でガード


・化学物質で防御（防カビ、抗菌物質）

⑤苦しい台所事情（植物たちの会計学…植物会計？）


・植物の経済基盤 ＝ 葉による光合成 ＝ 有限


　→何かに使えば、別のものに回せる分は減る。決して豊かではない。


　→度を越したぜいたく（花粉の大盤振る舞いなど）をすれば経済状況は逼迫


　→無駄使いすれば、生存競争に勝てない。といって何もしなければ子孫は残せない。

■さぁ、フィールドに出てみよう！

・何気なく見ていた花や実や葉の、形や色や味やにおいには、植物の「知恵」が隠されている。

・すべて植物、動物が無数に張り巡らされたネットワークのような関わりの中で生きている。

・私たち人間もその一員だということを忘れてはならない。

・フィールドに出て、自然のつながりを五感で楽しもう！
①発見する楽しさ



②あれこれ考える楽しさ

……なんでかな？　どうなってるの？　どうしたら分かるかな？

多様な戦術へ








